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の
演
題
で
講
話
し
ま
し
た
。 

 

岡
本
学
会
長
は
、
教
育
シ
ス

テ
ム
情
報
学
の
学
問
と
し
て
の

専
門
性
、
体
系
、
共
通
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
解
説
し
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
三
十
周
年
記
念
対

談
で
岡
本
学
会
長
と
坂
元
昂
教

育
工
学
振
興
会
長
（
学
会
名
誉

会
員
）
が
対
談
し
ま
し
た
。 

 

記
念
全
国
大
会
の
事
務
局
は

本
学
の
樋
川
和
伸
教
授
研
究
室

に
置
か
れ
、
基
礎
教
育
機
構
職

員
ら
が
後
押
し
し
ま
し
た
。 

に
、
各
種
講
演
、
研
究
発
表
、

討
論
、
展
示
な
ど
を
行
っ
て
、

新
し
い
情
報
教
育
や
情
報
通
信

技
術
の
活
用
法
な
ど
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。 

 

初
日
の
基
調
講
演
で
は
、
岡

本
敏
雄
学
会
長
（
電
気
通
信
大

学
）
が
「
教
育
情
報
シ
ス
テ
ム

学
会
の
過
去
、
現
在
、
将
来
」 

 

教
育
シ
ス
テ
ム
情
報
学
会
の

三
十
周
年
記
念
全
国
大
会
は
八

月
二
十
五
日
か
ら
三
日
間
、
金

沢
学
院
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を

会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
全
国

か
ら
研
究
者
、
教
員
、
企
業
の

人
材
教
育
担
当
者
ら
延
べ
千
人

以
上
が
参
加
し
、「
情
報
社
会
に

お
け
る
知
の
共
有
」
を
テ
ー
マ 

 

 

教
育
シ
ス
テ
ム
情
報
学
会
の

三
十
周
年
記
念
対
談
＝
講
堂 

 

新
し
い
情
報
教
育
を
探
る 

本
学
で
教
育
シ
ス
テ
ム
情
報
学
会
30
周
年
大
会 

れ
、
聴
講
者
は
志
賀
直
哉
の
文

学
に
つ
い
て
、「
旅
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

 

水
洞
幸
夫
助
教
授
＝
写
真
上

＝
が
、
転
居
を
繰
り
返
し
、
旅

に
出
る
こ
と
も
多
か
っ
た
志
賀

直
哉
の
生
涯
を
紹
介
し
た
あ

と
、『
城
の
崎
に
て
』
を
執
筆
す

る
前
と
執
筆
後
の
作
品
を
対
比

し
、「
志
賀
の
旅
は
、
自
分
の
人

生
に
影
響
す
る
父
親
ら
『
引
力
』

と
の
関
係
を
変
え
て
い
く
も
の

で
あ
っ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

 

水
洞
助
教
授
が
志
賀 

直
哉
の
文
学
を
解
説 

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
公
開

講
座
「
〟
小
説
の
神
様
〝
大
い

な
る
旅
」
は
九
月
四
日
、
高
岡

市
の
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
で
開
か 

文
科
省 

審
議
官
が
本
学
視
察 

美
術
文
化
学
部
実
習
棟
な
ど
熱
心
に 

 
石田学長（右）の案内で学内の施設を視察する 
布村審議官（中央）ら       ＝６号館 

 

文
部
科
学
省
の
布
村
幸
彦
大
臣
官
房

審
議
官
（
初
等
中
等
教
育
局
担
当
）
が

八
月
三
十
一
日
、
金
沢
学
院
大
学
を
訪

れ
、
旧
知
の
石
田
寛
人
学
長
ら
と
懇
談

す
る
と
と
も
に
、
学
内
の
施
設
を
視
察

し
ま
し
た
。 

 
栄養士養成施設の視察＝５号館 

 

布
村
審
議
官
は
、
金
沢
大
学

で
開
か
れ
た
教
員
養
成
に
関
す

る
懇
談
会
に
出
席
す
る
た
め
石

川
県
入
り
し
、
学
生
時
代
に
過

ご
し
た
寮
の
同
窓
で
あ
る
石
田

学
長
を
訪
ね
て
本
学
に
立
ち
寄

り
ま
し
た
。
石
田
学
長
と
金
大

附
属
高
校
の
同
級
生
で
あ
る
林

勇
二
郎
金
大
学
長
が
同
行
し
ま

し
た
。 
 

学
長
室
で
、
宮
本
匡
章
学
園

長
、
上
山
夏
樹
副
理
事
長
を
交

え
て
本
学
の
沿
革
と
将
来
像
な

ど
に
つ
い
て
懇
談
し
た
あ
と
、

一
行
は
栄
養
士
養
成
施
設
、
美

術
文
化
学
部
実
習
施
設
な
ど
を

視
察
し
ま
し
た
。 

漆
芸
の
実
習
室
で
は
、
碗
木

地
を
手
に
し
た
布
村
審
議
官
が

「
仕
上
げ
ま
で
何
回
ぐ
ら
い
重

ね
て
塗
る
の
か
」
と
質
問
す
る

な
ど
熱
心
に
見
学
し
ま
し
た
。 

会
館
で
開
か
れ
、
十
六
人
が
聴

講
し
ま
し
た
。 

 

槻
木
裕
教
授
＝
写
真
左
＝
が

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
遠
藤
氏

の
作
品
を
題
材
に
、
キ
リ
ス
ト

教
と
浄
土
教
の
精
神
性
の
違
い 

な
ど
を
解
説
し
ま
し
た
。
聴
講

者
か
ら
は
「
西
洋
キ
リ
ス
ト
教

の
厳
し
さ
を
知
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

槻
木
教
授
は
宗
教
と 

遠
藤
周
作
の
文
学
で 

文
学
部
公
開
講
座
「
宗
教
の
交

差
点
―
遠
藤
周
作
の
文
学
―
」

は
八
月
七
日
、
新
潟
市
の
新
潟 

 ←
新
潟
、
→
高
岡
で
文
学
部
公
開
講
座 

大
臣 

官
房 

小
松
教
授
が
こ
と
ば 

の
力
と
怖
さ
を
講
義 

基
礎
教
育
機
構
土
曜
大
学 

金
沢
学
院
大
学
基
礎
教
育
機 

が
「
こ
と
ば
に
よ
る
様
々
な
表

現
法
を
学
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に

講
義
し
ま
し
た
。 

 

小
松
教
授
は
「
言
葉
に
は
想

像
力
が
必
要
で
不
足
す
る
と
誤

解
を
生
む
。
語
彙
を
増
や
す
努

力
が
大
切
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

ま
た
、
順
序
を
逆
に
す
る
と
意

味
が
反
対
に
な
る
文
例
を
挙

げ
、
言
葉
の
持
つ
力
と
怖
さ
を

説
き
ま
し
た
。 

構
の
土
曜
大

学
は
九
月
三

日
、
２
号
館

で
行
わ
れ
、

小
松
洋
一
教

授
＝
写
真
＝ 


